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福音の
ひびき

6月の説教者

1 日　主の昇天
ポノンバン・フレデリック・フリッツ

（福井教会）
8 日　聖霊降臨の主日

椎尾　匡文
（高蔵寺教会）

15日　三位一体の主日
大海　明敏 

（平針教会）
22日　キリストの聖体

北向　修一
（春日井教会）

29日　年間第13主日
モルク・フランシスクス・アシジ

（岡崎教会）

復
活
祭
を
迎
え
た
翌
日
、

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
天
の

御
父
の
も
と
に
飛
び
立
っ

た
。ヴ

ァ
チ
カ
ン
で
行
わ
れ
た

３
月
26
日
の
葬
儀
ミ
サ
に
伴

い
、
各
地
で
教
皇
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
を
偲
ぶ
ミ
サ
が
行
わ
れ

た
。
名
古
屋
教
区
で
は
、
翌

日
の
27
日
午
後
２
時
よ
り
、

松
浦
悟
郎
司
教
主
司
式
、
約

30
人
の
司
祭
、
助
祭
団
の
も

と
、
400
人
以
上
の
参
列
者
が

布
池
司
教
座
聖
堂
に
集
ま

り
、
追
悼
ミ
サ
が
行
わ
れ

た
。
こ
の
中
に
は
カ
ト
リ
ッ

ク
信
者
以
外
の
人
々
も
多
く

参
列
し
た
と
思
わ
れ
る
。
核

兵
器
廃
絶
、
平
和
、
環
境
問

題
な
ど
に
積
極
的
に
関
わ
っ

て
き
た
教
皇
の
姿
勢
は
一
般

の
日
本
人
に

も
影
響
を
与

え
、
親
し
み

の
あ
る
存
在

で
あ
っ
た
。

ミ
サ
の
冒

頭
で
松
浦
司

教
は
、
教
皇

の
突
然
の
訃

報
に
接
し
、

驚
く
と
と
も

に
、
力
の
限

り
働
い
た
教

皇
に
、
そ
し

て
こ
の
よ
う

な
教
皇
を
く

だ
さ
っ
た
神
に
心
か
ら
の
感

謝
を
表
し
た
。
説
教
で
は
、

人
と
交
わ
る
こ
と
の
大
好
き

だ
っ
た
姿
を
、
そ
し
て
二
度

に
渡
る
ア
ド
リ
ミ
ナ
で
は
日

本
の
司
教
団
と
自
由
な
形
で

多
く
の
こ
と
を
語
り
合
っ
た

様
子
な
ど
を
話
し
た
。
そ
ん

な
気
さ
く
な
教
皇
で
あ
っ
た

が
、
教
皇
に
選
ば
れ
た
時
に

は
二
つ
の
大
き
な
決
心
、
責

任
を
感
じ
て
い
た
の
で
は

と
、
松
浦
司
教
は
語
る
。

「
一
つ
は
ア
シ
ジ
の
聖
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
に
倣
い
、
教
会

を
立
て
直
し
、
そ
れ
を
貫
く

こ
と
。
も
う
一
つ
は
人
々
の

話
を
よ
く
聴
く
こ
と
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
は
、
最
後
の

シ
ノ
ド
ス
（
現
在
も
続
い
て

い
る
）
で
、
徹
底
し
て
全
世

界
の
信
徒
の
声
を
聴
き
集
め

よ
う
と
し
た
こ
と
に
現
れ
て

い
る
。
第
二
ヴ
ァ
チ
カ
ン
公

会
議
が
終
わ
っ
て
60
年
、
巨

大
な
船
が
ゆ
っ
く
り
と
方
向

を
変
え
よ
う
と
動
き
出
し
た

が
、
そ
れ
に
は
と
て
つ
も
な

い
力
が
い
る
。
教
皇
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
は
更
に
そ
の
方
向
を

変
え
て
行
こ
う
と
し
て
い

た
。
公
会
議
の
内
容
を
明
確

化
し
、教
会
の
過
ち
を
認
め
、

女
性
の
地
位
に
つ
い
て
、
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
々
、

離
婚
者
へ
の
理
解
、
な
ど
、

社
会
か
ら
追
い
や
ら
れ
た

人
々
は
、
ど
ん
な
に
励
ま
さ

れ
た
こ
と
か
。
時
と
し
て
革

新
、
保
守
の
両
者
か
ら
攻
め

ら
れ
る
立
場
に
あ
っ
た
が
、

常
に
キ
リ
ス
ト
の
心
に
照
ら

し
合
わ
せ
て
進
む
そ
の
姿
に

倣
っ
て
い
き
た
い
」

司
教
は
説
教
の
終
り
に
、

教
皇
の
示
さ
れ
た
意
思
を
引

き
継
い
で
い
く
決
心
を
持
つ

よ
う
に
促
し
、
し
ば
ら
く
沈

黙
の
時
間
を
取
り
祈
っ
た
。

ミ
サ
の
終
り
に
、
参
列
者

は
祭
壇
に
飾
ら
れ
た
教
皇
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
の
遺
影
に
向
か

い
、
崇
敬
し
た
。
手
を
合
わ

せ
、
悲
し
み
、
感
謝
、
様
々

な
思
い
で
祈
る
参
列
者
の
長

い
列
が
、
い
つ
ま
で
も
続
い

た
。

４
月
16
日
（
水
）
10
時
30

分
よ
り
、
布
池
教
会
司
教
座

聖
堂
に
お
い
て
、
聖
香
油
の

ミ
サ
が
、
松
浦
悟
郎
司
教
主

司
式
に
よ
り
、
多
数
の
司
祭

団
や
修
道
者
、
各
小
教
区
よ

り
参
加
し
た
信
徒
と
共
に
、

執
り
行
わ
れ
た
。

先
唱
の
鄭
有
喆
神
父
は
、

本
日
の
ミ
サ
は
「
キ
リ
ス
ト

の
王
職
、
預
言
職
、
祭
司
職

に
与
っ
て
い
る
こ
と
を
堅
信

の
秘
跡
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ

た
聖
霊
の
霊
的
香
油
を
受
け

る
」
祭
儀
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

司
教
は
説
教
で
、
ま
ず
司

祭
団
に
次
の
よ
う
に
語
り
か

け
た
。「
香
油
の
祝
別
と
同

時
に
、
司
祭
が
そ
の
使
命
を

更
新
す
る
日
で
も
あ
る
。
神

学
生
の
時
、
食
堂
入
口
に
詩

編
133
編
『
見
よ
、
な
ん
と
美

し
い
こ
と
か
、
兄
弟
が
と
も

に
あ
る
こ
と
は
』
が
掲
げ
ら

れ
て
い
た
。
同
じ
志
を
持
つ

仲
間
同
志
が
、
一
緒
に
食
事

を
し
な
が
ら
、
共
に
生
き
、

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
歩
ん
で

き
た
こ
と
を
思
い
出
す
」
と

話
し
始
め
た
。

「
本
日
こ
こ
に
集
ま
っ
た

多
く
の
司
祭
た
ち
が
、
キ
リ

ス
ト
に
呼
ば
れ
、
生
涯
を
か

け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
活
躍

す
る
姿
に
、
心
強
く
、
嬉
し

く
思
い
、
神
の
恵
み
に
改
め

て
感
謝
し
た
い
。

1
月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
、

叙
階
さ
れ
て
15
～
20
年
の
司

祭
た
ち
を
対
象
に
養
成
研
修

が
あ
っ
た
。多
く
の
住
民
は
、

司
教
や
司
祭
を
見
か
け
る
と

近
寄
っ
て
き
て
祝
福
を
願
う

が
、
司
教
や
司
祭
を
通
し
て

神
の
恵
み
を
求
め
る
そ
の
姿

に
、
あ
る
意
味
感
動
し
た
。

こ
の
時
、
マ
ル
コ
25
章
の
、

出
血
を
患
っ
て
い
た
女
性
の

苦
し
み
を
思
い
出
し
た
。
12

年
間
も
医
者
に
騙
さ
れ
、
苦

し
み
続
け
た
女
性
が
、
イ
エ

ス
の
服
の
裾
に
触
れ
た
途
端

に
、
病
い
が
癒
さ
れ
た
。

先
ほ
ど
の
詩
編
133
編
の
後

半
に
、
ア
ロ
ン
の
頭
に
注
が

れ
た
香
油
が
ひ
げ
を
濡
ら

し
、
衣
の
裾
に
ま
で
滴
り
落

ち
る
、
つ
ま
り
神
の
恵
み
は

ア
ロ
ン
を
通
し
て
、衣
の
裾
、

換
言
す
れ
ば
最
後
の
最
後
ま

で
行
き
届
き
、
そ
れ
に
振
れ

た
者
は
、
神
の
祝
福
が
行
き

渡
る
、
そ
の
役
割
を
私
た
ち

司
祭
は
担
っ
て
い
る
。

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
強
調
し

て
こ
う
言
わ
れ
た
。
そ
の
神

の
恵
み
を
、
私
た
ち
は
自

分
の
都
合
に
よ
っ
て
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し

て
は
い
け
な

い
。
神
の
恵

み
は
、
求
め

る
人
た
ち
に

そ
の
ま
ま
渡

す
よ
う
に
せ

よ
。
私
た
ち

は
、
神
の
恵

み
を
惜
し
み

な
く
、
自
分

の
人
生
を
掛

け
て
伝
え
る

者
で
あ
り
、
そ
れ
が
私
た
ち

の
使
命
で
あ
り
、
恵
み
で
あ

る
。こ

こ
に
集
ま
っ
て
い
る
修

道
者
、
信
徒
の
皆
さ
ん
も
、

全
員
油
を
受
け
た
者
で
あ

り
、
司
祭
は
教
会
の
一
つ
の

役
務
、
役
割
と
し
て
叙
階
を

受
け
る
が
、
信
徒
は
受
洗
、

堅
信
の
秘
跡
を
受
け
、
油
を

受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
同
じ

役
割
を
、
す
べ
て
の
人
に
伝

え
て
い
く
使
命
が
あ
る
。
本

日
の
聖
香
油
の
油
を
通
し

て
、
神
の
恵
み
と
力
が
す
べ

て
の
人
に
及
び
、
す
べ
て
の

人
が
神
の
前
に
集
い
、
一
つ

に
な
っ
て
神
を
称
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
と
の
願

い
を
込
め
な
が
ら
ミ
サ
を
捧

げ
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

そ
の
後
、
ミ
サ
の
中
で
、

司
祭
職
の
誓
願
更
新
が
あ

り
、
聖
体
拝
領
後
に
は
、
司

祭
、
修
道
者
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
・
金
・
銀
祝
式
も
行
わ
れ

た
。ミ

サ
後
、
地
下
ホ
ー
ル
に

て
コ
ー
ヒ
ー
、
お
茶
、
軽
食

に
て
親
交
を
深
め
た
。

５
月
８
日
（
木
）
午
後
６
時
９
分
（
日
本

時
間
９
日
午
前
１
時
９
分
）、
シ
ス
テ
ィ
ー

ナ
礼
拝
堂
の
煙
突
か
ら
教
皇
選
出
を
告
げ
る

白
い
煙
が
上
が
り
、
サ
ン
ピ
エ
ト
ロ
大
聖

堂
の
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
た
。

コ
ン
ク
ラ
ー
ベ
開
始
２
日
目
、
午
後
の

１
回
目
（
最
初
か
ら
数
え
て
４
回
目
）
の

投
票
に
よ
る
選
出
に
よ
り
、
午
後
７
時
13

分
（
日
本
時
間
９
日
午
前
２
時
13
分
）、
サ

ン
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
バ
ル
コ
ニ
ー
に
助
祭

枢
機
卿
の
ド
ミ
ニ
ク
・
マ
ン
ベ
ル
テ
ィ
枢

機
卿
か
ら
新
教
皇
選
出
が
告
げ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
午
後
７
時
23
分
（
日
本
時
間
９

日
午
前
２
時
23
分
）
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ラ
ン

シ
ス
・
プ
レ
ヴ
ォ
ス
ト
枢
機
卿
（
北
米
大
陸

出
身
初
の
教
皇
）
が
現
れ
、
新
教
皇
は
レ
オ

十
四
世
を
名
乗
っ
た
。

新
教
皇
レ
オ
十
四
世
略
歴

１
９
５
５
年
９
月
14
日
、
シ
カ
ゴ
（
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
イ
リ
ノ
イ
州
）生
ま
れ（
69
歳
）。

１
９
７
７
年
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
、
聖
ア
ウ
グ

ス
チ
ノ
修
道
会
に
入
る
。

１
９
８
１
年
８
月
29
日
、
終
生
誓
願
宣

立
。
シ
カ
ゴ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
合
同
神
学

校
（Catholic T

heological U
nion of 

Chicago

）
で
学
び
、
神
学
部
を
卒
業
。

27
歳
で
聖
ア
ウ
グ
ス
チ
ノ
修
道
会
か
ら

ロ
ー
マ
に
派
遣
さ
れ
、教
皇
庁
立
聖
ト
マ
ス・

ア
ク
ィ
ナ
ス
大
学
（
ア
ン
ジ
ェ
リ
ク
ム
）
で

教
会
法
を
学
ぶ
。

１
９
８
２
年
６
月
19
日
、
司
祭
叙
階
。

１
９
８
４
年
に
教
授
資
格
を
得
、ペ
ル
ー
、

ピ
ウ
ラ
の
チ
ュ
ル
カ
ナ
ス
で
の
宣
教
活
動
の

た
め
に
派
遣
さ
れ
る
。

１
９
９
９
年
、
シ
カ
ゴ
、
善
き
勧
め
の
聖

母
管
区
管
区
長
に
選
ば
れ
、
２
年
半
後
、
修

道
会
通
常
総
会
で
総
長
に
選
出
さ
れ
る
。

２
０
１
４
年
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
よ

り
チ
ク
ラ
ヨ
（
ペ
ル
ー
）
教
区
使
徒
座
管
理

者
に
任
命
さ
れ
、司
教
に
上
げ
ら
れ
、ス
フ
ァ

ル
教
区
名
義
司
教
と
な
る
。

２
０
１
５
年
、
グ
ア
ダ
ル
ー
ペ
の
聖
母
の

祝
日
に
教
区
司
教
座
聖
堂
に
お
い
て
司
教
叙

階
、
チ
ク
ラ
ヨ
司
教
。
２
０
１
９
年
、
教
皇

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
よ
り
教
皇
庁
聖
職
者
省
委

員
に
任
命
さ
れ
る
。

２
０
２
０
年
に
司
教
省
委
員
に
任
命
さ
れ

る
。２

０
２
０
年
４
月
５
日
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
に
よ
り
カ
ヤ
オ
教
区
使
徒
座
管
理
者
に

任
命
さ
れ
る
。

２
０
２
３
年
１
月
30
日
、
教
皇
庁
司
教
省

長
官
、
ラ
テ
ン・ア
メ
リ
カ
委
員
会
委
員
長
。

２
０
２
３
年
９
月
30
日
の
枢
機
卿
会
議
で

サ
ン
タ・モ
ニ
カ
助
祭
枢
機
卿
と
し
て
叙
任・

公
表
さ
れ
る
。

２
０
２
５
年
２
月
６
日
、教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
に
よ
り
司
教
職
階
に
上
げ
ら
れ
、ア
ル
バ
ノ

首
都
近
郊
管
区
教
会
名
義
を
与
え
ら
れ
る
。

教
皇
庁
福
音
宣
教
省
初
期
宣
教
部
門
、
教

理
省
、
東
方
教
会
省
、
聖
職
者
省
、
奉
献
・

使
徒
的
生
活
会
省
、文
化
教
育
省
、法
制
省
、

バ
チ
カ
ン
市
国
委
員
会
委
員
を
歴
任
。

（
中
央
協
議
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
抜
粋　

h
ttp

s://w
w

w
.cb

cj.cath
olic.

jp/2025/05/09/32317/

）

通
常
聖
年

希
望
の
巡
礼
者
と
な
っ
て

聖
年
を
と
も
に
歩
み
ま
し
ょ
う

2025年

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ご
逝
去

布
池
司
教
座
聖
堂
で
追
悼
ミ
サ
行
わ
れ
る

聖
香
油
ミ
サ

新
教
皇
選
出
さ
れ
る
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司
祭
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
祝

ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
フ
ァ
ウ

ゾ
ー
ネ
神
父（
神
言
修
道
会
）

司
祭
叙
階
50
周
年
に
あ
た

り
、
今
思
う
の
は
、
神
言
会

の
宣
教
師
と
し
て
日
本
に
来

る
恵
み
を
得
た
こ
と
で
す
。

ま
だ
大
神
学
生
で
し
た
。
来

日
し
て
新
た
な
言
語
、
文
化

に
触
れ
た
の
は
ま
る
で
新
た

に
生
ま
れ
た
よ
う
な
体
験
で

し
た
。
全
世
界
に
行
き
、
福

音
を
宣
べ
伝
え
よ
と
い
う
主

の
命
令
を
受
け
て
従
っ
て
生

き
る
こ
と
は
時
代
ご
と
に
、

そ
し
て
一
人
一
人
異
な
り
ま

す
が
、
私
の
場
合
、
派
遣
さ

れ
た
日
本
に
は
私
に
先
立
っ

て
主
が
お
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
を
経
験
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
日
本
人
の
心
に
あ

る
互
い
に
助
け
合
う
と
い
う

精
神
で
す
。
日
本
人
の
心
は

そ
う
い
う
点
で
大
変
魅
力
的

で
、
確
か
に
こ
の
地
に
は
、

そ
の
人
々
の
う
ち
に
神
が
お

ら
れ
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。こ

の
地
に
50
年
間
住
ん
で

根
を
下
ろ
し
、
多
く
の
友
人

に
も
恵
ま
れ
、
ま
た
教
え
子

の
一
人
の
人
生
に
神
の
奇
跡

を
見
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

恵
み
を
い
た
だ
い
た
ゆ
え

に
、
神
に
、
そ
し
て
皆
様
に

感
謝
し
て
も
足
り
な
い
と
思

い
ま
す
。

司
祭
銀
祝

ダ
ム
・
ロ
ー
神
父
様
（
メ
リ

ノ
ー
ル
宣
教
会
）

司
祭
職
へ
の
召
命
は
、
私

の
よ
う
な
不
相
応
な
人
間
に

対
す
る
神
か
ら
の
純
粋
な
賜

物
で
す
。
こ
の
記
念
祭
は
感

謝
の
時
で
あ
り
、
ま
た
、
過

去
25
年
間
、
特
に
名
古
屋
教

区
で
奉
仕
す
る
特
権
を
得
た

こ
の
6
年
間
の
数
々
の
失
敗

と
欠
点
に
対
す
る
神
の
赦
し

を
請
う
時
で
も
あ
り
ま
す
。

皆
様
こ
れ
か
ら
も
私
の
た
め

４
月
29
日
（
火
）
午
後
１

時
30
分
よ
り
、
布
池
教
会
地

下
ホ
ー
ル
に
て
今
年
度
第
一

回
目
の
教
区
典
礼
研
修
会
が

行
わ
れ
、
司
祭
、
修
道
女
、

信
徒
を
含
む
約
70
名
が
参
加

し
た
。

講
師
と
し
て
、
長
崎
教
区

司
祭
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
全

国
典
礼
委
員
会
委
員
の
嘉
松

宏
樹
神
父
を
迎
え
、
今
回
の

テ
ー
マ
「
聖
体
の
秘
跡
」
に

つ
い
て
、途
中
休
憩
を
と
り
、

２
時
間
ほ
ど
話
し
て
も
ら
っ

た
。内

容
と
し
て
は
、
最
初
か

ら
「
聖
体
の
秘
跡
」
に
触
れ

る
の
で
は
な
く
、
聖
体
祭
儀

の
行
わ
れ
る
ミ
サ
全
体
の
基

本
構
造
に
つ
い
て
、
聴
衆
へ

の
質
問
を
し
な
が
ら
、
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
た
。

ミ
サ
は
基
本
的
に
開
祭
、 

「
こ
と
ば
の
典
礼
」（
集
会
祈

願
後
の
第
１
朗
読
か
ら
奉
納

前
の
共
同
祈
願
ま
で
）と「
感

謝
の
典
礼
」（
奉
納
か
ら
拝

領
祈
願
ま
で
）、
閉
祭
に
分

か
れ
て
い
て
、
聖
書
的
に
関

連
の
あ
る
箇
所
、
例
え
ば
ル

カ
24
・
13
～
33
に
あ
る
エ
マ

オ
へ
向
か
う
２
人
の
弟
子
た

ち
の
復
活
し
た
イ
エ
ス
の
目

撃
体
験
を
引
用
さ
れ
、
ま
さ

に
こ
の
福
音
箇
所
は
ミ
サ
の

構
造
を
示
し
、
そ
の
意
味
で

も
ミ
サ
は「
こ
と
ば
の
典
礼
」

か
ら
参
加
す
る
こ
と
に
意
味

が
あ
り
、そ
れ
は「'

そ
し
て
、

モ
ー
セ
と
す
べ
て
の
預
言
者

か
ら
始
め
て
、
聖
書
全
体
に

わ
た
り
、
御
自
分
に
つ
い

て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
説

明
さ
れ
た
。
…
一
緒
に
食
事

の
席
に
着
い
た
と
き
、
イ
エ

ス
は
パ
ン
を
取
り
、
賛
美
の

祈
り
を
唱
え
、
パ
ン
を
裂
い

て
お
渡
し
に
な
っ
た
。」（
ル

カ
24
・
27
，
30
）
の
様
に
ま

ず
は
旧
約
の
朗
読
、
新
約
の

書
簡
、
福
音
書
の
朗
読
と
説

教
に
よ
る
み
言
葉
の
解
き
明

か
し
を
聞
き
、
感
謝
の
典
礼

の
構
造
の
中
心
を
な
す
３
つ

の
点
、
奉
納
（
供
え
物
の
準

備
）、
賛
美
の
祈
り
（
叙
唱

か
ら
「
感
謝
の
賛
歌
」）
を

唱
え
、
聖
変
化
の
祈
り
へ
と

続
く
こ
と
が
、
ま
さ
に
エ
マ

オ
で
の
弟
子
た
ち
の
体
験
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
わ
か
り

易
く
説
明
し
た
。

さ
ら
に
、
一
、
思
い
起
こ

し
物
語
る
。
二
、
感
謝
の
い

け
に
え
を
献
げ
る
と
は
、
新

し
い
小
羊
、
キ
リ
ス
ト
を
さ

さ
げ
て
い
る
こ
と
、
私
た
ち

は
イ
エ
ス
と
一
緒
に
自
分
を

さ
さ
げ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ

は
私
た
ち
の
生
活　

自
由　

時
間　

思
い
を
ミ
サ
に
参
加

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る

こ
と
、
そ
し
て
三
、
交
わ
り

の
食
卓
を
囲
み
、
聖
体
を

拝
領
す
る
こ
と
は
コ
ム
ニ
オ

ン
、
つ
ま
り
イ
エ
ス
と
、
そ

し
て
互
い
と
も
一
つ
に
な
る

こ
と
を
心
に
留
め
な
が
ら
、

与
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と

教
え
ら
れ
た
。
パ
ン
を
裂
い

て
い
て
与
え
る
と
は
自
分
を

割
い
て
与
え
る
こ
と
で
あ
る

と
も
話
し
て
く
れ
た
。

「
聖
体
の
秘
跡
」
を
正
し

く
理
解
す
る
う
え
で
、
新
し

い
視
点
が
開
か
れ
た
思
い
が

し
た
。
嘉
松
神
父
の
講
話

は
、
時
に
長
崎
弁
を
交
え
た

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
語
り
口

で
行
わ
れ
、
休
憩
を
含
む
２

時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
た
と
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
、

非
常
に
充
実
し
た
学
び
の
時

で
あ
っ
た
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

始
ま
っ
た
さ
わ
や
か
な
晴
天

に
恵
ま
れ
た
日
、
主
税
町
記

念
聖
堂
で
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン

流
配
者
の
た
め
の
ミ
サ
が
浅

井
太
郎
神
父
（
殉
教
者
顕
彰

委
員
会
委
員
長
）
に
よ
っ
て

捧
げ
ら
れ
、
約
40
人
の
信
徒

が
参
加
し
た
。

１
８
６
５
年
に
長
崎
の
浦

上
で
起
こ
っ
た
四
番
崩
れ
で

約
３
，
３
０
０
人
の
信
徒
は

日
本
各
地
に
流
さ
れ
た
が
、

そ
の
う
ち
375
人
が
名
古
屋
へ

流
さ
れ
た
。
１
８
７
３
年
に

キ
リ
シ
タ
ン
禁
止
令
が
解
か

れ
、
生
き
延
び
た
大
半
の

人
々
は
浦
上
に
帰
っ
た
が
、

75
人
は
病
死
な
ど
に
よ
り
名

古
屋
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。

一
部
の
人
は
、
八
事
の
興
正

寺
に
葬
ら
れ
た
と
い
う
言
い

伝
え
が
残
っ
て
い
る
。

浦
上
四
番
崩
れ
の
流
配
者

が
最
も
多
く
、
ま
た
過
酷
で

あ
っ
た
の
は
山
口
県
の
津
和

野
で
、
そ
こ
で
は
毎
年
5
月

3
日
に
ミ
サ
が
奉
げ
ら
れ
、

「
乙
女
峠
祭
り
」
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。
司
式
し
た
浅

井
神
父
は
、
津
和
野
に
流
さ

れ
た
一
人
の
若
者
に
聖
母
マ

リ
ア
が
現
れ
た
と
い
う
話
、

5
月
の
聖
母
月
、
母
の
日
が

近
い
こ
と
等
か
ら
、
説
教
の

中
で
母
に
つ
い
て
の
話
を
し

た
。

―
子
ど
も
を
育
て

る
こ
と
に
無
条
件
な
愛
を
注

ぐ
母
親
、
そ
れ
は
多
く
の
世

間
の
母
親
た
ち
の
姿
で
あ
る

が
、
そ
こ
に
キ
リ
ス
ト
教
信

仰
と
同
じ
も
の
を
見
る
こ
と

が
出
来
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に

キ
リ
ス
ト
を
産
み
育
て
た
聖

母
マ
リ
ア
の
愛
で
あ
り
、
キ

リ
ス
ト
教
で
言
う
無
償
の
愛

に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

浦
上
流
配
者
を
偲
び
、
私

た
ち
も
先
祖
に
倣
い
、
信
仰

の
喜
び
を
表
し
て
い
け
る
よ

う
に
祈
り
、ミ
サ
を
結
ん
だ
。

４
月
16
日
10
時
よ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
布
池
教
会
で
行
わ
れ

た
聖
香
油
ミ
サ
の
終
わ
り
に
、司
祭　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド・金・

銀
祝
の
祝
賀
が
行
わ
れ
た
。
今
年
度
の
該
当
者
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

に
祈
り
続
け
て
く
だ
さ
い
。

誓
願
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
祝

Sr.
能
登
原　

典
子
O.P.
（
ド
ミ

ニ
コ
会
）

“
感
謝
”
の
他
あ
り
ま
せ

ん
。
限
り
な
い
主
の
御
憐

み
、
修
道
院
共
同
体
、
恩
人

方
、
家
族
な
ど
、
本
当
に
皆

様
に
支
え
ら
れ
て
の
日
々
で

し
た
。

只
々
、
主
の
御
心
が
行
わ

れ
ま
す
よ
う
に
と
願
い
な
が

ら
、
月
日
を
重
ね
、
委
ね
て

ま
い
り
ま
し
た
。

“
主
の
い
つ
く
し
み
は
限

り
な
く
、
そ
の
憐
み
は
永

遠
！
”
と
歌
い
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

誓
願
金
祝

Sr.
松
岡　

克
枝
O.P.
（
ド
ミ
ニ

コ
会
）

受
洗
前
か
ら
望
ん
で
お
り

ま
し
た
修
道
生
活
を
か
な
え

て
い
た
だ
き
、
こ
こ
ま
で
導

い
て
く
だ
さ
っ
た
神
様
に
何

と
お
礼
を
申
し
上
げ
た
ら
よ

ろ
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。

修
道
院
の
傍
ら
で
お
祝
い

の
会
に
心
を
合
わ
せ
て
お
り

ま
す
。
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
名
古
屋
教
区
の

み
栄
え
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

“
小
さ
き
花
は
小
さ
く
咲

か
ん
。
小
さ
く
と
も
小
さ
き

限
り
主
を
た
た
え
て
”

銀　
　

祝

Sr.
呉
成
女　

ス
サ
ン
ナ
（
聖

マ
リ
ア
の
無
原
罪
教
育
宣
教

修
道
会
）

修
道
生
活
を
日
本
で
過
ご

し
、
こ
の
特
別
な
時
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
、
感
慨
深
く

感
じ
て
い
ま
す
。名
古
屋
、岐

阜
、神
戸
の
３
つの
修
道
院
で
、

他
の
姉
妹
た
ち
と
共
に
教
育

宣
教
修
道
会
の
使
命
を
果
た

し
、
子
ど
も
た
ち
や
生
徒
た

ち
と
の
関
わ
り
を
通
じ
て
喜

び
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。

振
り
返
れ
ば
、
修
道
会
を

通
じ
て
多
く
の
恵
み
を
受

け
、
毎
日
み
言
葉
の
黙
想
を

通
し
て
神
様
と
の
つ
な
が
り

を
深
め
て
き
ま
し
た
。
創
立

者
聖
カ
ル
メ
ン
・
サ
ジ
ェ
ス

か
ら
受
け
た
教
え
に
従
い
、

祈
り
の
中
で
神
様
に
触
れ
、

力
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
大

き
な
恵
み
で
す
。
様
々
な
困

難
の
中
で
「
神
様
が
備
え
て

く
だ
さ
る
」「
今
し
て
い
る

こ
と
を
熱
心
に
神
様
の
た
め

に
良
く
し
な
さ
い
」
と
い

う
創
立
者
の
言
葉
が
、
私
を

神
様
の
前
で
歩
ま
せ
る
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。

銀　
　

祝

Sr.
小
椋　

伸
子
（
聖
霊
奉
侍

布
教
修
道
女
会
）

長
い
よ
う
で
あ
っ
と
い
う

間
の
25
年
で
す
。
子
ど
も
の

ミ
サ
で
、
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
歌
っ
た
“
イ
エ
ス
さ
ま

が
い
ち
ば
ん
”
の
よ
う
に
、

ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
つ

い
て
い
き
た
い
と
い
う
の

が
、
私
の
信
仰
の
原
点
、
修

道
生
活
の
原
点
で
あ
る
と
感

じ
ま
す
。

目
に
見
え
な
い
神
さ
ま

は
、
日
々
出
会
う
人
々
や
出

来
事
を
通
し
て
語
ら
れ
る
の

で
、
今
日
置
か
れ
て
い
る
場

で
、
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

に
応
え
た
い
。
ど
こ
に
い
て

も
、
何
を
し
て
い
て
も
、
弱

い
私
を
助
け
導
い
て
下
さ
る

イ
エ
ス
さ
ま
に
生
か
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。“イ

エ
ス
さ
ま
が
い
ち
ば

ん
”
と
い
う
心
で
、
こ
れ
か

ら
も
祈
り
、
働
き
、
歩
み
続

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う

に
と
願
っ
て
い
ま
す
。

司
祭
叙
階　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
金
銀
祝

金　

祝

フ
ァ
ウ
ゾ
ー
ネ
・
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
神
父
（
神
言
修
道
会
）

銀　

祝

ダ
ム
・
ロ
ー
神
父
（
メ
リ
ノ
ー
ル
宣
教
会
）

修
道
者
・
奉
献
生
活
者　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
金
・
銀
祝

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
祝

Sr.
能の

登と

原は
ら　

典み
ち

子こ

（
ド
ミ
ニ
コ
会
聖
ヨ
ゼ
フ
修
道
院
）

金　

祝

Sr.
松ま

つ

岡お
か　

克か
つ

枝え

（
ド
ミ
ニ
コ
会
聖
ヨ
ゼ
フ
修
道
院
）

銀　

祝

Sr.
小お

椋ぐ
ら　

伸の
ぶ

子こ （
聖
霊
奉
侍
布
教
修
道
女
会
）

Sr.
呉お　

成そ
ん

女に
ょ

（
聖
マ
リ
ア
の
無
原
罪
教
育
宣
教
修
道
会
）

浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
を
偲
ぶ

ミ
サ
が
卯
辰
山
長
崎
殉
教
者

碑
前
で
４
月
29
日
13
時
～
14

時
半
に
松
浦
悟
郎
司
教
と
石

川
司
祭
チ
ー
ム
の
司
式
で
行

わ
れ
、
信
徒
約
20
名
の
出
席

が
あ
っ
た
。（
明
治
初
期
の

「
浦
上
四
番
崩
れ
」
に
よ
り

３
，
３
９
４
人
も
の
キ
リ
シ

タ
ン
が
捕
ら
え
ら
れ
全
国
に

流
配
さ
れ
た
。
金
沢
・
大
聖

寺
で
は
、
そ
の
内
561
人
と
最

も
多
く
流
さ
れ
103
名
が
こ
の

卯
辰
山
で
殉
教
し
た
）

松
浦
司
教
は
、
潜
伏
キ
リ

シ
タ
ン
は
、
た
だ
じ
ー
っ
と

隠
れ
て
信
仰
を
守
っ
て
捕

ま
っ
た
の
で
は
な
い
。「
石

仏
80
体
を
作
る
の
で
寄
付
し

な
さ
い
」
と
寺
か
ら
言
わ

れ
「
い
い
え
、
し
ま
せ
ん
」

と
断
っ
た
り
、「
お
寺
で
は

も
う
葬
儀
は
し
ま
せ
ん
」
と

言
っ
て
自
分
の
信
仰
を
表
明

し
た
た
め
に
捕
ま
っ

た
の
で
あ
る
。
危
害

を
加
え
ら
れ
る
か
も

し
れ
な
い
の
に
、
ど

う
し
て
あ
の
様
に
力

強
く
信
仰
宣
言
で
き

た
の
だ
ろ
う
か
？
そ

れ
は
、
直
前
に
大
浦

天
主
堂
が
出
来
て
信

徒
発
見
が
あ
り
、
そ

こ
で
長
く
潜
伏
し
て

い
た
信
者
達
が
、
プ
チ
ジ
ャ

ン
神
父
と
会
う
事
に
よ
っ
て

待
ち
望
ん
で
い
た
「
教
会
」

と
繋
が
っ
た
。
こ
れ
は
彼
ら

に
と
て
も
大
き
な
勇
気
を
与

え
た
こ
と
な
の
だ
と
私
は
感

じ
た
。
毎
年
こ
の
ミ
サ
で
殉

教
者
の
こ
と
を
思
い
起
こ
す

訳
だ
が
、
決
し
て
過
去
の
こ

と
で
は
な
い
。
で
は
、
私
達

は
自
分
の
立
場
で
本
当
に
信

仰
を
表
明
し
て
い
る
だ
ろ
う

か
？
私
達
も
そ
の
よ
う
な
歩

み
が
出
来
る
よ
う
に
、
こ
の

殉
教
者
た
ち
、
流
さ
れ
た
人

達
の
事
を
思
い
、
信
仰
を
通

し
て
そ
の
恵
み
を
一
緒
に

願
っ
て
い
こ
う
と
話
を
締
め

く
く
っ
た
。

こ
の
ミ
サ
に
参
加
し
た
皆

に
と
っ
て
も
、
改
め
て
自

分
の
信
仰
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
ら
れ
る
良
い
機
会
と

な
っ
た
。（
※
記
念
ミ
サ
は

Y
ouT

ube

に
て
配
信
中
。

検
索
ワ
ー
ド
「
卯
辰
山
殉
教

者
ミ
サ
２
０
２
５
」）

浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
流
配
者
の
た
め
の
ミ
サ

名
古
屋
へ
流
さ
れ
た
流
配
者
を
偲
ん
で

教
区
典
礼
研
修
会
「
聖
体
の
秘
跡
」

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
金
・
銀
祝
の
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

２
０
２
５
年
司
祭
叙
階

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
金
・
銀
祝

【
金
沢
教
会
】

卯
辰
山
殉
教
者
祭
ミ
サ
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４
月
６
日
、
南
山
教
会
マ

リ
ア
館
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、

熊
本
慈
恵
病
院
の
蓮
田
健
院

長
を
迎
え
て
講
演
会
が
行
わ

れ
た
。
蓮
田
先
生
は
２
０
０

７
年
に
蓮
田
太
二
前
院
長
が

設
立
し
た
「
こ
う
の
と
り
の

ゆ
り
か
ご
」、通
称
「
赤
ち
ゃ

ん
ポ
ス
ト
」
を
受
け
継
ぎ
、

運
営
し
て
い
る
。「
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
ゆ
り
か
ご
」
は
設
立

以
来
、
179
人
の
赤
ち
ゃ
ん
を

預
か
り
、
内
密
出
産
（
病
院

に
だ
け
名
前
を
明
か
し
て
出

産
す
る
）
に
つ
い
て
は
２
０

１
９
年
に
そ
の
制
度
を
取
り

入
れ
て
以
来
、
43
例
に
の
ぼ

る
。

会
場
に
は
100
人
を
超
え
る

人
々
が
集
ま
り
、「
赤
ち
ゃ

ん
ポ
ス
ト
」
へ
の
関
心
の
高

さ
が
伺
え
た
。
蓮
田
先
生
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
い
な

が
ら
次
の
よ
う
に
話
し
た
。

―
「
ゆ
り
か
ご
」
に

や
っ
て
く
る
人
の
ほ
と
ん
ど

は
、
親
子
関
係
が
悪
く
、
特

に
母
親
と
の
関
係
が
良
く
な

い
。
愛
着
障
害
を
持
ち
、
自

己
肯
定
感
が
低
い
。
家
庭
で

は
安
心
感
が
持
て
ず
、
妊
娠

し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
れ
た

ら
縁
を
切
ら
れ
る
と
恐
れ
、

誰
に
も
相
談
が
で
き
な
い
ま

ま
出
産
に
至
る
例
が
ほ
と
ん

ど
だ
。
医
療
関
係
者
に
世
話

を
さ
れ
る
と
、
こ
ち
ら
は

普
通
に
接
し
て
い
る
だ
け
な

の
に
、「
初
め
て
優
し
く
し

て
も
ら
っ
た
」
と
大
変
嬉
し

そ
う
に
し
て
い
る
。
内
密
出

産
を
し
た
ほ
と
ん
ど
の
人
が

「
産
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
喜

ぶ
が
、
し
か
し
一
人
で
は
育

て
ら
れ
な
い
現
実
が
あ
る
た

め
、
特
別
養
子
縁
組
や
里
親

制
度
に
よ
っ
て
引
き
取
ら
れ

た
り
、施
設
で
育
て
ら
れ
る
。

「
ゆ
り
か
ご
」は
多
く
の
人
々

の
寄
付
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
は
い
る
が
、
法
的
制
度
が

整
っ
て
い
な
い
た
め
、
財
政

的
に
は
大
変
厳
し
い
。
日
本

で
は
遺
棄
を
含
め
、
こ
う
し

日
比
野
教
会
で
は
、
４
月

27
日
（
日
）
聖
年
の
豊
橋
教

会
巡
礼
日
帰
り
旅
行
が
行
わ

れ
た
。
前
会
長
の
竹
脇
正
実

氏
が
、
企
画
を
し
て
く
れ
、

大
型
バ
ス
を
貸
し
切
っ
て
満

席
の
総
勢
46
人
で
豊
橋
教
会

に
向
か
っ
た
。
志
村
武
神
父

か
ら
聖
年
の
話
を
聞
き
、
皆

で
聖
年
の
祈
り
を
捧
げ
、
巡

礼
が
始
ま
っ
た
。
豊
橋
教
会

で
は
、
主
任
の
ピ
リ
ス
プ
ッ

レ
・
ジ
ュ
ー
ド
神
父
や
信
徒

の
皆
さ
ん
が
温
か
く
迎
え
い

れ
て
く
れ
、
大
き
な
聖
堂
は

満
席
で
あ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど

子
供
ミ
サ
の
日
で
子
供
の
歌

声
が
響
い
て
い
た
。「
と
て

も
良
い
ミ
サ
で
涙
が
出
て

き
ま
し
た
」「
感
動
し
ま
し

た
！
」
と
参
加
者
の
声
。
ミ

サ
後
、
豊
橋
教
会
の
方
々
が

子
供
達
に
お
菓
子
も
用
意
し

て
く
だ
さ
り
、
皆
、
大
喜
び

で
あ
っ
た
。
豊
橋
教
会
の
皆

さ
ん
の
温
か
い
お
も
て
な
し

を
嬉
し
く
思
っ
た
。
ミ
サ
後

は
教
会
学
校
の
子
供
達
が
楽

し
み
に
し
て
い
た
『
の
ん
ほ

い
パ
ー
ク
』
に
行
っ
た
。
と

て
も
広
く
動
物
園
や
植
物

園
、
博
物
館
や
遊
園
地
も
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
場
所

に
一
目
散
に
向
か
っ
て
い
っ

た
。
子
供
達
は
、
今
回
の
巡

礼
ツ
ア
ー
の
中
で
、
と
て
も

仲
良
く
な
り
一
緒
に
遊
ん
だ

り
、
子
供
同
士
で
行
動
し
て

い
る
姿
も
見
ら
れ
、
本
当
に

い
き
い
き
と
嬉
し
そ
う
に
遊

ん
で
い
た
。

大
人
の
参
加
者
た
ち
も
、

お
弁
当
を
持
ち
寄
っ
て
皆
で

楽
し
そ
う
に
過
ご

し
て
い
た
。
帰
り

の
バ
ス
で
は
、
聖

年
公
式
マ
ス
コ
ッ

ト
の
ル
ー
チ
ェ
の

人
形
を
上
位
の
景

品
に
し
、
全
員
で

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を

し
、
大
人
も
子
供

も
と
て
も
盛
り
上

が
っ
た
。
今
回
、

子
供
も
大
人
も
喜

べ
る
よ
う
に
色
々

考
え
て
企
画
や
準

備
を
し
て
く
れ
、

当
日
も
、
皆
の
た

め
に
走
り
回
っ
て
尽
く
さ
れ

て
い
た
竹
脇
氏
に
子
供
達
や

参
加
者
か
ら
感
謝
の
寄
せ
書

き
を
贈
っ
た
。
聖
年
の

年
に
巡
礼
で
き
た
こ
と
で

子
供
達
だ
け
で
は
な
く
大

人
も
キ
リ
ス
ト
を
中
心
に

親
睦
が
深
ま
り
、
神
様
の
大

き
な
祝
福
と
守
り
が
感
じ
ら

れ
る
一
日
と
な
っ
た
。

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
障
害
者
連
絡
協
議
会

（
略
カ
障
連
）
は
１
９
８
１
年
の
国
際
障

害
者
年
に
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
が

来
日
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
発
足
し
、

今
年
で
43
年
目
に
な
る
団
体
で
す
。
カ
障

連
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
参
加
し
た
仲
間
の

他
、
全
国
に
加
盟
団
体
を
持
ち
、
年
に
一

回
の
意
見
交
換
会
を
始
め
、
３
年
ご
と
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
定
め
て
研
究
な
ど
を
し

て
い
る
ほ
か
、
機
関
紙
「
わ
」
の
発
行
、

定
期
的
な
役
員
会
、研
修
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
３
年

に
１
度
、
総
会
を
兼
ね
て
の
全
国
大
会
は

各
地
の
教
区
を
巡
る
よ
う
に
開
い
て
い
ま

す
。
今
ま
で
に
京
都
、大
阪
、東
京
、札
幌
、

横
浜
な
ど
で
開
か
れ
て
お
り
、
前
回
は
長

崎
教
区
の
長
崎
純
心
大
学
で
開
か
れ
、
参

加
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
て
500
名
近

い
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
来
年
、
名
古
屋

で
開
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
前
回

と
同
じ
く
ら
い
の
参
加
者
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
大
会
は
、
多

く
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
な
く
し
て

は
、
実
現
し
得
ま
せ
ん
。
特
に
遠
方
参
加

者
へ
の
交
通
費
補
助
は
、
大
会
参
加
へ
の

ハ
ー
ド
ル
を
大
き
く
下
げ
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
会
と
し
て
ず
っ
と
続
け
て
き
た

こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
名
古
屋
教
区
の
皆
様

に
直
接
お
願
い
す
る
た
め
に
、
こ
の
６
月

よ
り
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
、
次
に
各
小
教
区
の

順
で
大
会
実
行
委
員
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心

と
す
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
訪
問
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

訪
問
で
は
①
大
会
の
趣
旨
②
募
金
の
ご

協
力
の
お
願
い
③
大
会
を
支
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
お
願
い
な
ど
の
説
明
を
し
ま

す
。来

年
の
名
古
屋
全
国
大
会
成
功
の
た
め

に
、
な
お
一
層
の
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

�

（
カ
障
連
名
古
屋
全
国
大
会 　
　

�

　

キ
ャ
ラ
バ
ン
担
当　

入
口
母
絵
）

連
絡
先

　

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
障
害
者
連
絡
協
議
会

　

℡
０
５
２
―
８
５
２
―
１
４
２
２

カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
名

古
屋
支
部
に
よ
る
自
主
上
映

会「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
人
々
」

が
２
０
２
４
年
11
月
９
日
聖

霊
病
院
・
聖
霊
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
70
名
が
鑑
賞
し
た
。

こ
の
映
画
は
、
障
が
い
の

あ
る
人
が
あ
ま
り
に
も
低
い

賃
金
で
働
い
て
い
る
事
を

知
っ
た
青
年
、
夏
目
浩
次
さ

ん
が
、
26
歳
の
時
に
障
が
い

の
あ
る
人
も
適
正
な
賃
金
で

働
け
る
社
会
に
し
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
障
が
い
の
あ

る
ス
タ
ッ
フ
と
小
さ
な
パ
ン

屋
を
開
い
た
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
る
。
い
く
つ
も
の
失
敗
や

苦
労
の
末
、
ト
ッ
プ
シ
ョ
コ

ラ
テ
ィ
エ
野
口
和
男
さ
ん
と

の
出
会
い
か
ら
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
に

た
状
況
下
で
の
出
産
は
年
間

約
100
例
に
も
な
る
が
、
何
と

か
み
ん
な
無
事
に
出
産
し
て

も
ら
い
た
い
。

―

蓮
田
先
生
は
困
難
に
向
き

合
う
時
、「
善
き
サ
マ
リ
ア

人
」「
姦
通
の
女
」
な
ど
の

聖
書
の
話
を
支
え
に
乗
り
越

え
て
い
る
、
ま
た
ラ
ジ
オ
で

聴
い
た
本
田
神
父
の
「
一
人

一
人
は
神
の
子
と
思
っ
て
」

と
い
う
言
葉
が
心
に
残
っ
て

い
る
、
と
言
う
。

講
演
会
の
終
り
に
一
人
の

女
性
が
手
を
挙
げ
て
、
10
年

前
に
「
ゆ
り
か
ご
」
に
預
け

ら
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
を
特
別
養

子
縁
組
に
よ
っ
て
育
て
て
い

る
と
話
し
た
。
そ
の
隣
に
は

す
く
す
く
と
育
っ
た
男
の
子

の
姿
あ
り
、
先
生
は
感
無
量

な
表
情
で
そ
の
子
を
見
つ
め

て
い
た
。
会
場
全
体
も
感
動

に
包
ま
れ
、
大
き
な
拍
手
と

共
に
講
演
会
は
終
了
し
た
。

�（
南
山
教
会　

工
藤
京
子
）

な
っ
た
。
ア
イ
デ
ア
次
第
で

付
加
価
値
が
高
ま
る
魔
法
の

食
材
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
、

失
敗
し
て
も
温
め
れ
ば
何
度

で
も
再
生
で
き
る
。
様
々
な

工
程
を
細
分
化
し
、
ス
タ
ッ

フ
の
特
性
に
合
わ
せ
て
一
工

程
ず
つ
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が

作
業
を
分
担
す
る
と
い
う
方

法
で
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
仕
上

げ
て
い
っ
た
。
身
体
や
心
に

障
が
い
の
あ
る
人
、
家
庭
に

事
情
の
あ
る
人
な
ど
、
多

様
な
人
々
と
共
に
福
祉
と
経

済
・
生
き
が
い
・
生
産
性
・

働
く
よ
ろ
こ
び
と
そ
の
難
し

さ
な
ど
、
理
想
を
追
い
求
め

る
久
遠
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ブ
ラ

ン
ド
の
山
あ
り
谷
あ
り
の
19

年
間
を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
で
あ
る
。

上
映
後
に
東
海
テ
レ
ビ
の

記
者
で
監
督
の
鈴
木
祐
司
さ

ん
が
、
夏
目
さ
ん
の
「
誰
も

置
き
去
り
に
し
な
い
社
会
を

目
指
す
」
想
い
に
共
感
し
て

カ
メ
ラ
で
追
い
続
け
た
20
年

間
に
つ
い
て
話
し
た
。
そ
の

眼
差
し
の
と
て
も
温
か
い
こ

と
が
、
穏
や
か
で
優
し
い
表

情
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
。

「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
作
り
に

携
わ
り
、
働
く
喜
び
や
葛
藤

を
見
せ
る
人
々
の
姿
が
印
象

的
だ
っ
た
。」「
揺
る
が
な
い

信
念
の
も
と
に
、
彼
ら
を
見

守
り
、
指
導
さ
れ
る
夏
目

さ
ん
の
姿
が
心
に
残
っ
た
。」

各
々
の
立
ち
位
置
で
皆
が
尊

重
し
合
っ
て
働
け
る
職
場
が

大
切
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
の

映
画
を
観
な
が
ら
感
じ
た
。

鑑
賞
後
に
久
遠
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
頬
張
る
と
、
こ
の

映
画
に
出
演
さ
れ
て
い
る

人
々
の
心
が
伝
わ
っ
て
く
る

よ
う
な
香
ば
し
い
味
わ
い
が

感
じ
ら
れ
た
。

（
カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会

�

名
古
屋
支
部　

奥
村
恵
子
）
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第
20
回
生
命
尊
重
講
演
会

　�
い
ら
な
い
「
い
の
ち
」
は
な
い
！

�

～
私
は
見
捨
て
た
く
な
い
～

日
比
野
教
会

「
聖
年
の
一
日
巡
礼
」

『
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
人
々
』
上
映
会

～
温
め
れ
ば
何
度
だ
っ
て
や
り
直
せ
る
～

第
15
回
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
障
害
者

連
絡
協
議
会
名
古
屋
全
国
大
会

―
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
訪
問
に
つ
い
て
―
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�
（
祭
）＝
祭
日
、（
祝
）＝
祝
日
、（
記
）＝
記
念
日

6
月
の
教
会
暦

１
日
㈰	

主
の
昇
天
（
祭
）

３
日
㈫	

聖
カ
ロ
ロ
・
ル
ワ
ン
ガ
と
同
志

殉
教
者
（
記
）

５
日
㈭	

聖
ボ
ニ
フ
ァ
ツ
ィ
オ
司
教
殉
教

者
（
記
）

８
日
㈰	

聖
霊
降
臨
の
主
日
（
祭
）

９
日
㈪	

教
会
の
母
聖
マ
リ
ア
（
記
）

11
日
㈬	

聖
バ
ル
ナ
バ
使
徒
（
記
）

13
日
㈮	

聖
ア
ン
ト
ニ
オ（
パ
ド
ヴ
ァ
の
）

司
祭
教
会
博
士
（
記
）

15
日
㈰	

三
位
一
体
の
主
日
（
祭
）

21
日
㈯	

聖
ア
ロ
イ
ジ
オ
・
ゴ
ン
ザ
ガ
修

道
者
（
記
）

22
日
㈰	

キ
リ
ス
ト
の
聖
体
（
祭
）

24
日
㈫	

洗
礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
の
誕
生（
祭
）

27
日
㈮	

イ
エ
ス
の
み
心
（
祭
）

29
日
㈰	

聖
ペ
ト
ロ　

聖
パ
ウ
ロ
使
徒

（
祭
）

	

聖
ペ
ト
ロ
使
徒
座
へ
の
献
金

7
月
の
主
な
教
会
暦（
主
日・祭
日
な
ど
）

６
日
㈰	

年
間
第
14
主
日

13
日
㈰	

年
間
第
15
主
日

20
日
㈰	

年
間
第
16
主
日

27
日
㈰	

年
間
第
17
主
日

教
区
行
事
予
定

6
月

１
日
㈰	

宣
教
司
牧
評
議
会
＊

８
日
㈰	

布
地
教
会
堅
信
式
＊

９
日
㈪
～
11
日
㈬　

大
阪
高
松
教
会
管
区

司
教
団
研
修
会
＊

10
日
㈫	

樹
の
会

12
日
㈭	

顧
問
会
＊

　
（
＊
＝
松
浦
司
教
）

13
日
㈮	

松
浦
司
教
着
座
記
念
日

14
日
㈯	

典
礼
委
員
会
コ
ア
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
／
殉
教
者
委
定
例
会
／
信
徒

使
徒
職
大
会
＊

15
日
㈰	

富
山
教
会
堅
信
式
＊
／
愛
岐
B

会
議

17
日
㈫	

カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
例
会

21
日
㈯	

レ
ジ
オ
・
マ
リ
エ
「
名
古
屋
ク

リ
ア
黙
想
会
」

26
日
㈭	

司
祭
評
議
会
＊

28
日
㈯	

濃
尾
B
会
議

29
日
㈰	

春
日
井
教
会
堅
信
式
＊
／
一
粒

会
の
集
い
（
江
南
教
会
）
＊

7
月

５
日
㈯	

カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
例
会

８
日
㈫	

難
民
移
住
移
動
者
委
員
会
／
樹

の
会
／
の
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
会
＊

９
日
㈬	

の
と
視
察
＊

10
日
㈭	

顧
問
会
＊

12
日
㈯	

典
礼
委
員
会
コ
ア
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
／
殉
教
者
委
定
例
会
／
信
徒

協
役
員
会

13
日
㈰	

城
東
B
会
議
／
三
河
B
会
議
・

司
祭
会
議

19
日
㈯	

レ
ジ
オ
・
マ
リ
エ
「
名
古
屋
ク

リ
ア
」

20
日
㈰	

城
北
B
会
議
／
城
南
B
会
議

27
日
㈰	

長
浦
教
会
堅
信
式
＊

教
区
行
事
以
外
の
松
浦
司
教
予
定

6
月

５
日
㈭	

常
任
司
教
委
員
会　

会
議

16
日
㈪
～
20
日
㈮　

司
教
総
会

7
月

３
日
㈭	

常
任
司
教
委
員
会　

会
議

◇
６
月
の
炊
き
出
し

木
５
日
東
山
、
12
日
布
池
、
19
日
聖
霊・

南
山
・
樹
の
会
、
26
日
城
北
橋

金
６
日
喜
望
の
会
、
13
日
南
山
、
20
日

布
池
、
27
日
一
宮

お
詫
び
と
訂
正 

５
月
号
記
事
４
面
の
教
区
行
事
予
定
６

月
に
お
い
て
、
宣
教
司
牧
評
議
会
の
日
程

が
６
月
８
日
と
あ
り
ま
し
た
が
、
６
月
１

日
の
間
違
い
で
す
。
訂
正
と
と
も
に
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

『東海地区 一粒会の集い』 
開催のお知らせ

＊日時　2025年6月29日（日）
　　　　14時（受付13時半～）
＊場所　江南教会
　　　　（愛知県江南市村久野町門弟山190）
＊内容
　◎14時～講演　「私の召命」
　　フランシスクス　アシジ　モルク神父
　　（岡崎教会主任司祭、神言会）
　◎15時20分～司教とともに捧げるミサ
　◎16時20分～茶話会
　（17時　終了予定）
＊主催　名古屋教区一粒会
＊問い合わせ先　�西村由美子 

�（TEL）0561-54-9754 
（SMS）090-1279-9932

【旧約聖書から学ぶキリスト教霊性】
―キリストの十字架の恵みをより味わうために―

日　時　2025年6月21日（土）　14：30～16：30
テーマ　�エステル記（ヘブライ語）のメッセージとギ

リシャ語エステル記②
持ち物　必ず聖書（旧約＋新約）をご持参ください。
場　所　�カルメル会日比野修道院（日比野教会） 

参加費無料
　　　　どなたでもご自由にご参加ください。
担　当　志村武神父（カルメル修道会）
問合せ　日比野修道院（052-671-1003）
以降の予定　�7月19日（土）、9月20日（土） 

10月11日（土）

【静修の集い】
日　時　2025年6月28日（土）　10：00～15：00
講話担当　九里彰神父（カルメル修道会）
テーマ　�暗夜と希望　―十字架の聖ヨハネの霊性―
スケジュール　�講話①　ご聖体顕示、昼食　�  

講話②　ミサ、茶話会
参加費　無料（自由献金をお願い致します）。
　　　　どなたでもご自由にご参加ください。
持ち物　昼食（各自持参）
問合せ　日比野修道院（052-671-1003）

〈カルメル修道会日比野修道院、講座、黙想企画〉 エンカウンター　連続ワークショップ
シリーズⅠ　人間関係と社会的サポート「自分を大切に生きる」
　　　　　　�～市場価値（他人評価）の「私」でなく、替えの利かない 

「絶対必要」なわたしを見つけてほしい。
指 導 講 師　�シュエ・ルイ・ジュン（ジョン）神父 

（クラレチアン修道会会員、名古屋教区鳴海教会主任司祭）
場　　　所　みこころセンター
　　　　　　〒460-0002　愛知県名古屋市中区丸の内3丁目6-43
日　　　時　6月14日（土）　13：00～16：00
対 象 年 齢　20～60代
受 付 方 法　申し込みが必要です。
参 加 費 用　自由献金
講師プロフィール
　　　　　　�2012年メリー・ヒル神学大学院（MST）卒業、神学修士号（牧

霊学専攻）取得。
　　　　　　�2020年、ローマ・セント・アンセルム学院（英国）の高等

教育ディプロマ課程の一部を受講、人間形成、リーダーシッ
プ、養成、コミュニティ構築（カウンセリング）を学ぶ。

申し込み・お問い合わせ先
　Sr. 速水智恵美　聖霊会　TEL 052-832-0434・FAX 052-832-7556
　Sr. 谷口　涼子　純心聖母会　TEL・FAX 052-756-4077
　＊申し込み締め切り　2025年6月7日（土）まで
主　　　催　名古屋教区　女子修道会　在俗会連盟

　教区ニュースは8・9月の合併号を
除き、毎月発行されてきました。
　現在、編集、校正作業は3～4名で
行っており、人手不足の状態です。
　毎号の準備作業にはおよそ1か月
を要します。例えば、7月号の準備
は5月末には掲載予定記事とお知ら
せが集まっていることを確認し、6
月初めに印刷業者に原稿データを渡
し、その一週間後には初校チェック、
その次の週には再校を経て、完成さ
れたものを発送し、7月の最初の日
曜には皆様の小教区で配布できるよ
うにしています。以上の理由から、

信徒使徒職大会
日時　2025年6月14日（土）
　　　午後1時より
　　　（受付開始　午後0時30）
場所　カトリック布地教会地下ホール
講師　大阪高松大司教区シナピス
　　　社会活動センター
　　　松浦・デ・ビスカルド篤子氏

　講師は難民支援に取り組んでおられ
ます。
　信徒の皆様には是非参加を宜しくお
願いいたします。

2025年度 正義と平和委員会学習会お知らせ

第2回「ウクライナ問題」
⽇時　2025年7⽉15⽇（⽕）
　　　午前10時30分～12時00分
会場　福信館2階
　　　（名古屋市東区葵2-6-29、布池教会東） 
アクセス　�地下鉄東⼭線新栄駅から徒歩8分、

桜通線⾞道駅から徒歩8分、 
JR 中央本線千種駅から徒歩9分

講師　浅野幸治
　　　（正平委々員、豊⽥⼯業⼤学特任准教授）

　2022年2⽉24⽇にロシア軍がウクライナに侵攻
し、それ以来両国は戦争状態にあります。今のと
ころ停戦の⾒通しも明るくありません。⼀体どう
してこうなってしまったのでしょうか。
　戦争の原因を探るには、過去の出来事に眼を向
ける必要があります。ここでは、ウクライナの内政
問題に焦点をあてて、考えてみたいと思います。

＊誰でも参加できます。⾃由にご来場ください。
主催　カトリック名古屋教区正義と平和委員会
連絡先　�浅野幸治 asano@toyota-ti.ac.jp または 

090-8860-3627

教区ニュースへの記事、掲載についてのお願い

・掲載希望記事の提出は、発行月の1か月以上前に
はご提出ください。

・文字数は、600～800字でお願いします。字数が超
える場合は、こちらに編集をお任せください。

・文末は「だ、である」調で統一し、謝辞、個人的
感想は省き、イベントの開催日時、場所、参加人
数、内容を中心にしてください。

・写真掲載も希望でしたら、複数送付していただき、
こちらで選別させてください。

・「お知らせ」は、行事名、開催日時、場所、講師（紹
介は短く）、簡単な内容、参加費、主催者と連絡
先にして、詳細は省いてまとめてください。

福 信 館福 信 館

ゴ
ー
ル

ゴ
ー
ル

達成率
約95.04％

郵便振替　00810－5－50605
加入者名　カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

680件 38,034,661円
目標額 40,000,000円

協力協力協力協力

建
設
費
の
返
済
に

建
設
費
の
返
済
に

　　
をを

建
設
費
の
返
済
に

建
設
費
の
返
済
に

　　
をを

（2025年4月末日現在）


